
に該当するとして、受給権を取得した
日を平成◯年◯月とする国民年金法第
３０条の４の規定による障害等級２級
の障害基礎年金を支給する旨の処分

（以下「原処分」という。）をした。
⑶　請求人は、原処分を不服とし、標記

の社会保険審査官に対する審査請求を
経て、当審査会に対し、再審査請求を
した。

第３　当事者等の主張の要旨
　（略）

理由
第１　問題点

１　障害基礎年金の支給を受けるためには、
①　障害の原因となった傷病につき初め
て医師又は歯科医師の診療を受けた日

（以下「初診日」という。）において国民
年金の被保険者であること、②　初診日
の前日において、当該初診日の属する月
の前々月までに国民年金の被保険者期間
があり、かつ、当該被保険者期間に係る
保険料納付済期間と保険料免除期間とを
合算した期間が当該被保険者期間の３分
の２以上であるか、又は、当該初診日の
属する月の前々月までの１年間が保険料
納付済期間と保険料免除期間で満たされ
ていること（以下、この②の要件を「保
険料納付要件」という。）、そして、③　障
害認定日又は裁定請求日当時におけるそ
の傷病による障害の状態が国民年金法施
行令別表に定める程度に該当しているこ
とが必要とされている。なお、初診日に
おいて、２０歳未満であった者について
は、上記保険料納付要件を満たすことは
要しないこととなっている。

２　本件の場合、裁定請求日における請求
人の当該傷病による障害の状態が国民年
金法施行令別表に定める２級の程度に該
当することは、当事者間に争いはなく、
厚生労働大臣が、前記「事実」欄第２の
２⑵記載の理由による原処分をしたこと
に対し、請求人は、当該傷病の初診日（以
下「本件初診日」という。）は平成◯年◯
月◯日であると申し立て、それを前提と
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主文
　後記「事実」欄第２の２⑵記載の原処分は、
これを取り消す。

事実
第１　再審査請求の趣旨

　再審査請求人（以下「請求人」という。）
の再審査請求の趣旨は、国民年金法第３０
条の２の規定による障害基礎年金の支給を
求めるということである。

第２　事案の概要
１　事案の概要

　本件は、統合失調症（以下「当該傷病」
という。）により障害の状態にあるとし
て、障害基礎年金の裁定を請求した請求
人に対し、厚生労働大臣が、後記２⑵記
載の原処分をしたところ、請求人が、原
処分を不服として、標記の社会保険審査
官に対する審査請求を経て、当審査会に
対し、再審査請求をしたという事案であ
る。

２　本件再審査請求に至る経緯
　本件記録によると、請求人が本件再審
査請求をするに至る経緯として、次の各
事実が認められる。
⑴　請求人は、当該傷病により障害の状

態にあるとして、平成◯年◯月◯日（受
付）、厚生労働大臣に対し、事後重症に
よる請求として障害基礎年金の裁定を
請求した。なお、本件裁定請求書には、
当該傷病の初診日は当初「平成◯年◯
月◯日」と記載されていたが、請求人
が２０歳に達する前の「昭和◯年◯月
◯日」であると修正記載されている。

⑵　厚生労働大臣は、請求人の当該傷病
の初診日は請求人が２０歳に達する前
の昭和◯年◯月◯日であると認定した
上で、令和◯年◯月◯日付けで、請求
人に対し、裁定請求日における請求人
の当該傷病による障害の状態は、国民
年金法施行令別表に定める２級の程度



病年月日は「昭和◯年◯月頃」、傷病の
原因又は誘因は「不詳」、発病から初診
までの経過は「前医からの紹介状はあ
りますか。⇒無　「体がだるくて無気力
になったため、週に２日以上、学校を
休んでしまう」と昭和◯年◯月◯日、
当院を受診された。」、初診年月日は

「昭和◯年◯月◯日」、終診年月日は
「昭和◯年◯月◯日」、終診時の転帰は
「中止」、初診から終診までの治療内容
及び経過の概要は「不登校を認めてお
り、本人の話を傾聴した後、助言を
行った。また　付きそって受診してき
た父親にも助言を行った。この日の診
察の後は　受診はなかった。」ないし

「本人の話しを傾聴し、助言を行ってい
る。また　父親にも助言を行っている。
投薬はしていない。この日のみの診察
であった。」と記載されており、請求人
のａ病院受診時の診断傷病名は、「不
登校」であり、当該傷病と診断されて
いないことは明らかであり、また、薬
の処方はなく、受診も当日の１日のみ
であることが認められ、併せて提出さ
れたａ病院の診療録の記載内容とも符
合している。
　そして、ｃ病院ｄ科・Ｂ医師（以下

「Ｂ医師」という。）作成の平成◯年◯
月◯日現症に係る平成◯年◯月◯日付
け診断書、Ｂ医師作成の平成◯年◯月
◯日現症に係る同日付け診断書には、
障害の原因となった傷病名は「統合失
調症」、傷病の発生年月日は「平成◯年
◯月頃（診療録で確認）」、初めて医師
の診療を受けた日は「平成◯年◯月◯
日（診療録で確認）」、既往症は「胸腺
腫術後」、平成◯年◯月◯日に請求人
から聴取した発病から現在までの病歴
及び治療の経過、内容等は「意欲低下、
不安、被害妄想のため、Ｈ◯．◯．◯
当科初診となる。薬物療法、精神療法
が開始となり、症状は改善傾向となり、
Ｈ◯．◯月より作業所への通所が開始
となった。」、診断書作成医療機関にお
ける初診年月日は「平成◯年◯月◯

した国民年金法第３０条の２の規定によ
る障害基礎年金の支給を求めているので
あるから、本件の問題点は、本件初診日
はいつと認められるかどうかということ
である。

第２　当審査会の判断
１　本件初診日について判断する。

⑴　初診日に関する証明資料は、国民年
金法が、発病又は受傷の日でなく、初
診日を障害基礎年金の受給権発生の基
準となる日と定めている趣旨からいっ
て、直接その診療に関与した医師若し
くは医療機関が作成したもの、又はこ
れらに準ずるものと認めることができ
るような証明力の高い資料（以下「初
診日認定適格資料」という。）でなけれ
ばならないと解するのが相当である。
　また、国民年金法上の障害の程度を
認定するためのより具体的な基準とし
て、社会保険庁により発出され、同庁
の廃止後は厚生労働省の発出したもの
とみなされて、引き続きその効力を有
するものとされ、当審査会も、障害の
認定及び給付の公平を期するための尺
度としてそれに依拠するのが相当であ
ると考える「国民年金・厚生年金保険
障害認定基準」（以下「認定基準」とい
う。）は、「第１　一般的事項」の「３　
初診日」で、「初診日」とは、「障害の
原因となった傷病につき、初めて医師
又は歯科医師の診療を受けた日をい
う。」としているところ、障害の原因と
なった傷病の前に、その傷病と相当因
果関係があると認められる傷病がある
ときは、最初の傷病の初診日をもって、
障害の原因となった傷病の初診日と解
するのが相当である。

⑵　本件についてこれをみると、保険者
が本件初診日を請求人が２０歳に達す
る前の昭和◯年◯月◯日であると認定
した根拠資料は、ａ病院ｂ科・Ａ医師
作成の平成◯年◯月◯日付け受診状況
等証明書２通であると認められるとこ
ろ、同証明書には、診療録より記載し
たものとして、傷病名は「不登校」、発



日」、その時の所見は「意欲低下、不
安、被害妄想など」と記載されている
ことが認められ、併せて提出された、
Ｂ医師作成の平成◯年◯月◯日現症に
係る同日付け診断書、及び同日付け受
診状況等証明書の記載内容とも符合し
ている。
　これら認定した事実を総合勘案する
ならば、本件初診日は、請求人がｃ病
院を受診して当該傷病と診断された平
成◯年◯月◯日と認めるのが相当であ
る。
　そして、本件記録によれば、請求人
は、認定した本件初診日において、国
民年金の被保険者であったこと、本件
初診日の前月において、所定の保険料
納付要件を満たしていることが認めら
れる。

２　以上によれば、請求人には、本件初診
日を平成◯年◯月◯日と認定した上で、
国民年金法第３０条の２の規定による障
害等級２級の障害基礎年金が支給される
べきであり、本件初診日を請求人が２０
歳に達する前の昭和◯年◯月◯日である
と認定した上で、国民年金法第３０条の
４の規定による障害等級２級の障害基礎
年金を支給するとした原処分は、妥当で
はないから、これを取り消すこととする。

　以上の理由によって、主文のとおり裁決す
る。




